


よ
し
お
か
の
台
地
に
注
ぐ
新
陽

の
光
が
、
鮮
や
か
に
生
き
生
き
と

感
じ
ら
れ
、
町
民
皆
さ
ん
に
と
っ

て
希
望
と
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸

き
活
気
に
満
ち
た
年
で
し
た
。
最

大
の
話
題
は
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
本
格
的
運
用

が
決
定
し
た
こ
と
。

22
ヵ
月
に
及
ぶ
社
会
実
験
が
成

功
し
、
昨
年
10
月
１
日
よ
り
24
時

間
化
の
常
設
と
な
り
町
民
挙
げ
て

の
思
い
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

関
越
自
動
車
道
へ
の
直
接
の
ア
ク

セ
ス
は
、交
通
利
便
性
の
向
上
と
、

地
域
活
性
化
が
一
段
と
促
進
さ
れ

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
は
新
し
い
局
面

を
迎
え
た
と
い
え
ま
す
。

長
年
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
悲
願

で
し
た
上
野
田
ふ
れ
あ
い
公
園
も

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
敷

地
約
２
万
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル

に
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
お
年

寄
り
や
親
子
連
れ
の
姿
が
賑
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

漆
原
の
緑
地
運
動
公
園
の
一
角

を
通
過
す
る
前
渋
バ
イ
パ
ス
は
、

利
根
川
架
橋
の
橋
脚
が
立
ち
並
び
、

道
路
は
カ
ル
バ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
や

高
架
線
の
工
事
が
進
み
、
完
成
ま

ぢ
か
と
な
り
ま
し
た
。
21
年
度
に

暫
定
供
用
開
始
と
な
れ
ば
、
町
道

漆
原
総
社
線
・
漆
原
南
原
線
が
ア

ク
セ
ス
し
、
道
の
駅
構
想
も
現
実

性
を
帯
び
て
く
る
は
ず
で
す
。

待
ち
か
ね
る
高
渋
バ
イ
パ
ス
も
、

道
路
用
地
の
確
保
が
進
み
工
事
へ

と
事
業
の
促
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
道
路
な
ど
の
都
市
生
活

基
盤
が
整
い
始
め
、
新
た
な
住
宅

地
の
造
成
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

住
み
や
す
さ
を
最
優
先
に
、
自
然

環
境
と
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か
な

町
づ
く
り
を
目
指
し
町
の
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
吉
岡
中
駅
伝
部
の
活
躍

は
顕
著
で
し
た
。
男
子
は
県
大
会

２
連
覇
で
、
４
度
目
の
優
勝
。
女

子
も
第
４
位
に
入
賞
す
る
大
健
闘

で
「
襷

た
す
き

」
を
立
派
に
つ
な
い
で
く

れ
ま
し
た
。
男
子
は
関
東
６
位
、

全
国
大
会
18
位
と
奮
闘
し
母
校
の

伝
統
と
名
誉
を
更
に
高
め
て
く
れ

ま
し
た
。

小
学
生
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
欠
か
せ
ぬ
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て

定
着
し
、
成
人
式
の
案
内
や
進
行

係
を
務
め
敬
老
福
祉
大
会
で
は
、

作
文
を
発
表
し
お
年
寄
り
を
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

は
町
も
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組

み
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
学
童
保
育
所
の
新
築
。
老
人

施
策
は
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
事
業
、
一
人
暮
ら
し
老
人

へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
介
護
の
支

援
な
ど
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
し

た
。昨

年
も
特
筆
す
べ
き
は
、
子
ど

も
た
ち
の
頑
張
り
で
、
町
の
次
代

を
担
う
若
者
へ
の
期
待
と
信
頼
は

そ
の
ま
ま
町
の
未
来
像
を
描
き
出

し
ま
す
。「
住
ん
で
み
た
い
町
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
町
」
を
目
指
し
て

自
立
し
た
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
吉
岡
町
に
と
っ
て
い

よ
い
よ
真
価
を
発
揮
す
る
時
代
が

到
来
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

行
政
・
議
会
・
住
民
が
提
携
し
た

協
働
の
町
づ
く
り
に
活
路
を
求
め

自
立
へ
の
確
か
な
歩
み
を
刻
む
つ

も
り
で
す
。

年
頭
に
あ
た
り
ご
家
族
み
な
さ

ま
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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童
生
徒
の
命
に
対
す
る
尊
さ
の
軽

薄
さ
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で

多
く
の
出
来
事
・
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

日
本
経
済
は
、
不
況
の
中
か
ら

抜
け
だ
し
景
気
拡
大
期
は
戦
後
最

長
の
58
ヵ
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
業
績
が
好
調
な
の
は
大

企
業
な
ど
に
限
ら
れ
、
日
本
中
が

活
気
に
あ
ふ
れ
た
高
度
成
長
期
と

は
全
く
違
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
国
内
の
状
況
の

中
、吉
岡
町
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

上
毛
大
橋
開
通
以
後
、
吉
岡
バ
イ

パ
ス
沿
線
の
開
発
に
伴
い
、
大
型

店
の
進
出
が
進
み
、
人
口
も
増
加

３ 2007.１

輝
か
し
い
新
春
を
、
町
民
各
位

ご
家
族
皆
様
で
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
を
返
り
見
ま
す
と
、

い
く
つ
か
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。Ｉ

Ｔ
産
業
と
金
融
が
か
ら
む
企

業
事
件
、
国
内
政
治
で
は
小
泉
内

閣
か
ら
安
倍
内
閣
へ
と
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
、
い
わ
ゆ
る
構
造
改
革
路

線
か
ら
、
美
し
い
日
本
を
追
求
す

る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
教
育
の
根
底
を
ゆ
る

が
す
学
校
教
育
現
場
で
の
〝
い
じ

め
〞
問
題
。
共
通
事
項
と
し
て
児

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
駒
寄

イ
ン
タ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
と
し
て
社
会
実
験
を
実
施
し
昨

年
の
10
月
１
日
よ
り
国
土
交
通
省

よ
り
連
結
許
可
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
全
車
両
対
象
と
し
た

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
目
指
し
道

路
整
備
を
始
め
と
し
て
周
辺
地
域

の
更
な
る
活
性
化
を
考
え
強
力
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

上
野
田
ふ
れ
あ
い
公
園
も
完
成

し
、
県
道
高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス
も

用
地
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

国
直
轄
事
業
で
あ
る
前
橋
渋
川
バ

イ
パ
ス
も
ア
ク
セ
ス
す
る
漆
原
総

社
線
の
道
路
整
備
も
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
併
わ
せ
て
前
橋
渋

川
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
道
の
駅

構
想
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
永
く
町
民
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡

温
泉
に
対
す
る
ご
理
解
を
い
た
だ

き
経
営
赤
字
に
対
す
る
諸
政
策
を

実
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の
程
お

願
い
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
教
育
・
民
生
・
福
祉
の
分
野

も
後
退
の
な
い
よ
う
進
め
て
き
ま

し
た
が
足
ど
り
を
遅
ら
す
訳
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
。

で
は
今
後
、
行
財
政
の
厳
し
さ

が
増
大
す
る
中
で
、
ど
う
町
づ
く

り
を
進
め
る
か
、
行
政
・
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
ろ

う
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
地

方
分
権
の
進
行
、
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
町
が

急
速
に
進
む
中
で
自
立
す
る
わ
が

町
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
行
政

の
対
応
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民

の
自
発
的
な
町
づ
く
り
の
意
識
の

高
揚
や
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に

基
づ
く
新
時
代
の
町
づ
く
り
へ
の

参
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、
全
町
的

な
広
が
り
あ
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
吉
岡
町
行
政

改
革
大
綱
の
中
で
自
治
会
制
度
導

入
も
実
施
に
向
け
て
地
区
座
談
会

を
行
い
理
解
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
議
会
制
度
も
改
革
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
地

域
住
民
の
代
表
者
と
し
て
地
域
要

望
を
的
確
に
政
策
に
反
映
す
る
政

策
立
案
能
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
入
り
ま
す
。
今
年
は
地
方
統
一

選
挙
の
年
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
議
会
の
重
要
度
は
増
し
、
そ
れ

と
と
も
に
議
会
の
真
価
も
問
わ
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

民
主
主
義
の
基
盤
に
立
脚
し
今

後
の
町
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
年
が
町
民
各
位
ご
家
族
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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③老年者非課税の段階的廃止（税額の３分の２を課税）
平成17年１月１日現在で65歳に達している、前年の合計所得が125万円以下の人については、平成19年度

は、税額の３分の２の額が課税されます。
なお、平成20年度からは全額が課税されることになります。

納税額が変わるのは･･･�
所得税 → 平成19年１月源泉徴収分から�
住民税 → 平成19年６月徴収分から�
�
所得税 → 平成19年２月源泉徴収分から�
住民税 → 平成19年６月納付分から�
�
所得税 → 平成20年２月～３月の確定申告時�
住民税 → 平成19年６月納付分から�

給与所得者�

年金受給者�

事業所得者�

Q１.どうして変わるの？�

税制改正 Q&A

A１.「地方にできることは地方に。」より身近な行政サ－ビスを、より効率的に行えるよう、国からの
補助金を減らし、国から地方へ税源移譲が行われるからです。�
　税源移譲の結果、県や市町村で自主的に使えるお金が増え、それぞれの地域の実情に合った、住民のニ
ーズに対応した行政サービスが行われるようになります。�

Q２.どう変わるの？�
A２.住民税の税率が一律10％に統一されます。�

住民�

５％�
10％� 13％�

国�

県�
市町村�

 行政サービス�

住民税�

補助金�所得税�

０　　　　　200万　　　　 700万　（課税所得）� ０　　　　　200万　　　　 700万　（課税所得）�

〈 移 譲 前 〉�

【平成18年度分まで】  【平成19年度分から】�

住民�

国�

県�
市町村�

 行政サービス�

住民税�
【所得税から税源移譲＋】�

補助金�
【廃止･縮減】�

所得税�
【住民税へ税源移譲△】�

〈 移 譲 後 〉�

10％�

問合せ先　役場税務課 牲54－3111(内線135)
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①国（所得税）から地方（住民税）への税源移譲
個人住民税の税率が従来の５％、10％および13％の３段階から、一律10％に統一されます。
結果として、多くの人について住民税額が増加となりますが、併せて所得税の税率の改正が行われ所得税額

が減少となりますので、税源移譲前後で所得税と住民税を合わせた負担額は変わりません。

②所得税・住民税の定率減税の廃止
税源移譲による負担額の変動はありませんが、定率減税の廃止により、所得税および住民税の負担額は増加

することになります。

平成19年６月から、個人住民税に関して大きな改正が行われます。
これにより皆さんが納めている住民税の負担額が大きく変わります。

◎夫婦＋子ども２人：給与収入500万円の場合（配偶者および子ども収入なし）�

「所得税＋住民税」の195,000円は変わりません。�
 （子どものうち１人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）�
�

◎夫婦（65歳以上）：年金収入300万円の場合（配偶者収入なし）�

移譲前� 所得税　119,000円� 住民税　76,000円�

所得税　59,500円� 住民税　135,500円�移譲後�

移譲前� 所得税　88,000円� 住民税　49,000円�

所得税　44,000円� 住民税　93,000円�移譲後�

「所得税＋住民税」の137,000円は変わりません。�
 （65歳以上（配偶者は70歳未満）、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）�

◎定率減税の廃止による所得税および個人住民税の増加額（年額）�

（夫婦子２人：子どものうち１人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）�

（65歳以上（配偶者は70歳未満）、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）�

 （単位；円）�

20,000�
20,000

68,800�
96,600

1,000万円�
所得税� 住民税�

14,700�
20,000

26,300�
47,400

700万円�
所得税� 住民税�

5,700�
12,300

11,900�
25,800

500万円�
所得税� 住民税�

700�
4,900

0�
12,400

300万円�
給与収入�

夫婦子２人�
独　身 

所得税� 住民税�

6,60016,500

400万円�
所得税� 住民税�

5,30013,000

350万円�
所得税� 住民税�

3,7008,800

300万円�
所得税� 住民税�

2,0004,200

250万円�
年金収入�

夫　婦�
所得税� 住民税�
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農

業

期
限
内
に
申
請
を

農
振
除
外
申
請
の
受
付
開
始

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５
９
３)

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
の
た
め

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学

生
の
保
護
者
に
、
学
用
品
費
や
学
校

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。(

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
教

育
扶
助
の
受
給
者
は
除
き
ま
す)

平
成
19
年
度
に
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
は
、
就
学
援
助
費
交
付
申
請

書
を
通
っ
て
い
る
学
校
か
ら
受
領

し
、
お
子
さ
ん
が
就
学
ま
た
は
就
学

予
定
の
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る

人
も
再
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
締
切

１
月
31
日(

水)

▼
相
談
・
問
合
せ
先

各
小
中
学
校

な
お
、
申
請
し
て
も
計
画
変
更
の

要
件
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば

除
外
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
過
去
に
除
外
を
さ
れ
、
現
在
農

地
転
用
を
さ
れ
て
い
な
い
土
地
を
お

持
ち
の
人
は
、
新
た
に
申
請
し
て
も

受
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間

２
月
１
日(

木)

〜
28

日(

水)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

※
受
付
期
間
外
の
申
請
は
、
受
理
で

き
ま
せ
ん

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

▼
受
付
・
問
合
せ
先

役
場
産
業
課

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
９
２)

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
は
農
業
振
興
地
域
に
お
け

る
優
良
農
地
を
確
保
し
、
農
業
の
健

全
な
発
展
の
た
め
、
他
用
途
へ
の
転

用
な
ど
を
制
限
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
法
律
で
す
。
町
の
農
地
の
大
部

分
は
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
土
地
利
用
計
画
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
に
は
、
緊

急
で
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
り
農

用
地
区
域
か
ら
の
計
画
変
更(

除

外
・
編
入)

を
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
年
１
回
２

月
に
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
期
限
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

募

集

学
童
保
育
所

平
成
19
年
度
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

援

助

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助
の
受
付

場
合
は
、
学
年
の
低
い
児
童
や
保
育

に
欠
け
て
い
る
度
合
の
高
い
人
を
優

先
に
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

１
月
26
日(

金)

ま
で

に
申
込
書
お
よ
び
就
労
証
明
書(

窓

口
に
て
配
付)

を
住
民
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
住
民
課

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
５
５)

明
治
学
童
ク
ラ
ブ
・
駒
寄
学
童
ク

ラ
ブ
・
駒
寄
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
19
年
度
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象

小
学
校
１
〜
３
学
年
の
児

童
で
、
両
親
や
祖
父
母
が
外
勤
に
よ

り
、
放
課
後
家
に
い
な
い
家
庭
の
児

童
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
の
人
数
が
定
員
を
超
え
た



住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会

で
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ご
自
分

で
申
告
書
を
作
成
し
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

２
月
２
日(

金)
▼
時
間(
２
回
開
催)

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

役
場
２
階
　
大
会
議
室

▼
内
容

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

７ 2007.１

税

金

住
宅
を
購
入
し
た
人
へ

還
付
申
告
説
明
会
を
開
催

(

医
療
費
控
除
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん)

▼
対
象

年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給

与
所
得
の
み
の
人
で
、
借
入
金
に
よ

り
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
新
築
住
宅

を
購
入
し
、
18
年
中
に
入
居
し
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
を

す
る
人

▼
そ
の
他

控
除
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

住
宅
借
入
金(

取
得)

等
特
別
控
除

は
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
と
い
わ
れ
、
持

家
取
得
の
支
援
を
す
る
た
め
、
新
築

な
ど
を
し
て
居
住
し
た
と
き
か
ら
10

年
間
に
わ
た
り
借
入
金
残
高
に
応
じ

所
得
税
か
ら
特
別
控
除
す
る
も
の
で

す
。
平
成
18
年
か
ら
20
年
居
住
分
ま

で
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

18
年
居
住
分

ロ
ー
ン
残
高
３,
０

０
０
万
円
以
下
で
１
〜
７
年
目
ま
で

１
％
、
８
〜
10
年
目
ま
で
0.5
％
減
率

税

金

住
宅
を
購
入
し
た
人
へ

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

19
年
居
住
分

ロ
ー
ン
残
高
２,
５

０
０
万
円
以
下
で
１
〜
６
年
目
ま
で

１
％
、
７
〜
10
年
目
ま
で
0.5
％
減
率

20
年
居
住
分

ロ
ー
ン
残
高
２,
０

０
０
万
円
以
下
で
１
〜
６
年
目
ま
で

１
％
、
７
〜
10
年
目
ま
で
0.5
％
減
率

こ
の
よ
う
に
減
率
さ
れ
、
平
成
20

年
分
ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署
牲
０
２

７
・
３
２
２
・
４
７
１
１
、
役
場
税
務

課
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
５)

町民無料特別招待券(リバートピア吉岡)の
利用期限は１月31日まで
よしおか温泉「リバートピア吉岡」の町民無料特別招待券

が、広報10月号に挟み込んで配られています。確認のうえ
ご利用ください。
問合せ先 役場企画財政課　牲54‐3111(内線132)▼
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す
る
際
に
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴

収
票
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
を

持
参
の
う
え
、
渋
川
社
会
保
険
事
務

所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉

徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

牲
０
５
７
０
・
07
・
１
１
６
５
、
渋
川

社
会
保
険
事
務
所
牲
22
・
１
６
１
１

年

金
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
『
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
』
が
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
源

泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た

年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、

控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

(

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
場
合
の
源
泉
徴
収
税

額
は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
か
ら
介

護
保
険
料
額
を
控
除
し
た
後
の
金
額

で
計
算
さ
れ
ま
す)

。
年
金
の
ほ
か

に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
確
定

申
告
を
す
る
人
は
、
申
告
手
続
き
を

申
告
手
続
き
に
必
要

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

▼
請
求
期
間

事
故
発
生
か
ら
１
年

以
内

▼
必
要
書
類

役
場
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
交
通
災
害
共
済

組
合
牲
60
・
５
６
７
８
、
役
場
総
務

課
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
４)

請

求
平
成
17
年
度
加
入
者
の
共
済
見
舞

金
の
支
払
業
務
は
、
次
の
と
お
り
行

っ
て
い
ま
す
。
請
求
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
加
入
年
度

平
成
17
年
度

▼
対
象
事
故
発
生
日

平
成
18
年
１

月
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

平
成
19
年
３
月
31
日
に
廃
止

渋
川
交
通
災
害
共
済
事
業



今月の納税
国民健康保険税・・10期
介護保険料・・・・10期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　１月31日(水)

９ 2007.１

表

彰

上
野
田
の
柴
増
徹
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与

11
月
７
日
、
群
馬
県
農
協
ビ
ル
で

農
林
水
産
統
計
調
査
協
力
者
に
対
す

る
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
柴
増
徹
さ
ん(

上
野

田)
が
出
席
。
毎
日
の
現
金
収
支
や

労
働
時
間
・
農
産
物
生
産
量
な
ど
の

記
帳
を
農
業
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
提
供
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

柴
増
徹
さ
ん

▼

募

金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金

平
成
18
年
度
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
が
、
区
長
・
区
長
代
理
・
隣
組

長
の
ご
協
力
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
群
馬
県
共
同

募
金
会
へ
送
金
さ
れ
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
団
体
・
施
設
な
ど
、
民

間
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
町
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

戸
別
募
金
額

１
５
３
万
２
４
０
０
円

,

戸
別
募
金
額

１
５
３
万
２
４
０
０
円

,

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
吉
岡
中

学
校
の
南
に
あ
り
、
四
季
の
花
木
に

包
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り

ま
す
。
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
の

増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す
。

▼
施
設
の
特
色

【
温
泉
】

弱
ア
ル
カ
リ
性
・
低
張
性
高
温
泉

の
「
よ
し
お
か
温
泉
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節

痛
、
五
十
肩
の
他
、
切
り
傷
、
や
け

ど
、
慢
性
皮
膚
病
、
慢
性
婦
人
病
に

効
能
が
あ
り
ま
す
。

【
機
能
回
復
訓
練
室
】

ぶ
ら
下
が
り
器
、
サ
イ
ク
ル
、
ス

ト
レ
ッ
チ
ボ
ー
ド
な
ど
各
種
運
動
用

具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
筋
力
ア
ッ

プ
・
健
康
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。

【
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
】

高
圧
電
位
治
療
器
で
血
行
を
よ
く

し
、
頭
痛
、
不
眠
症
、
肩
こ
り
、
便

秘
な
ど
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

【
教
養
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】

カ
ラ
オ
ケ
、
卓
球
、
陶
芸
、
囲
碁
将

棋
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
】

全
身
・
部
分
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
４
機

設
置
。

▼
利
用
手
続

来
館
し
た
ら
受
付
の

カ
ウ
ン
タ
ー
を
押
し
て
入
館
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
利
用
料

町
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人
、
小
学
生
未
満
の
人
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
で

す
。(

小
学
生
か
ら
60
歳
未
満
の
人

は
２
０
０
円)

▼
開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

▼
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始

▼
送
迎
バ
ス

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
、

週
５
日
町
内
全
域
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。
運
行
表
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

牲
54
・
３
６
０
３
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地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
企
画
財
政
課
　
牲
54
・
３
１
１
１
　
内
線
１
３
１

109人が中級へ

高齢者筋トレ
町と社会福祉協議会では、介護予防事業
として７月から高齢者を対象に｢初級筋力
トレーニング｣を行いました。約３ヵ月間、
各集会所などでトレーニングが続けられ、
今回109人が初級を修了し中級へと進みま
した。
講師の浅川康吉先生(群馬大学)は、「地

区ごとに練習を続けているので、外に出る
機会も増え、すべての面で積極的になって
きた」と、身体能力以外の効果も確認。初
級修了者を代表して挨拶した加辺延夫さん
は｢筋力の向上を確実に感じている。中・
上級に向けてがんばりたい｣と今後のトレ
ーニングに意欲を示していました。

文化の秋 スポーツの秋

吉中生大活躍

駅伝部を応援する寄書き駅伝部を応援する寄書き�

読書感想文　須藤梨沙さん�

激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」�

在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」�

駅伝部を応援する寄書き�

2007.１

駅伝部を応援する寄書き�

読書感想文　須藤梨沙さん�

激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」�

在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」�

激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」�

駅伝部を応援する寄書き�

読書感想文　須藤梨沙さん�

激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」�

在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」�在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」� この秋、吉中生が各分野で
大活躍！駅伝部男子は、県大
会２年連続優勝を勝ち取り関
東大会６位・全国大会18位
と立派にタスキをつなぎまし
た。また駅伝部女子も県大会
で４位入賞し、駅伝強豪校
“吉岡中”の名を広めました。
また、文化面では、第52回
青少年読書感想文全国コンク
ール渋川北群馬大会で３年生
の須藤梨沙さんが最優秀賞に
選ばれ、県大会でも３位とい
うすばらしい成績を残しまし
た。また全国作文コンクール
では１年生の細矢萌くんが読
売新聞社賞を受賞(関連記事
18ページ)。スポーツ・文化
両面で大活躍の吉中生でした。
【駅伝部男子】米沢彰元、横
山健太、山本竜也、茂木優太、
一倉涼太、原沢貴明、平尾駿
介、川任博、境原拓磨、新井
悠太

駅伝部を応援する寄書き�

読書感想文　須藤梨沙さん読書感想文　須藤梨沙さん�

激励に訪れた小林町長と「駅伝部女子」�

在校生の寄書きが書かれた横断幕の前で「駅伝部男子」�

読書感想文　須藤梨沙さん�



上野田の野口フイさん

100歳おめでとう！

よしおかスポレク・フェスティバル｢ユニカール｣が、
吉岡町社会体育館で開催され、体育指導委員の指導のも
と親子一緒にゲームを楽しみました。
参加者は、小学校高学年と保護者、子育連役員を合わせ

45人におよび、なかには｢昨年参加して楽しかったので、今
年も参加した｣という親子もいて楽しい時間を過ごしました。

ファームドゥから町へ寄付

あたたかい心ありがとう
ファームドゥ株式会社(代表取締役　岩井雅之氏)より、町へ
10万円の寄付をいただきました。同社からは、町に支店をオ
ープンして以来、毎年寄付を頂いています。吉岡店の北爪支
配人代理は、「店舗が営業できるのは地域の皆さんのおかげ。
少しでも社会貢献ができたらと企業で取り組んでいます」と
地域に対する感謝の言葉とともに寄付をしていただきました。
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町内13ヵ所で開催

自治会移行に向け座談会
町では、住民参加による協働の町づくりを進めるため、

現在の行政区から自治会への移行を目指し、議会・区長会
などへの説明や町民への講演会の開催をしてきました。
そしてこの度、町民皆さんからのご意見・ご要望を頂こ

うと、町内13ヵ所で座談会を開催。参加者はあわせて
326人にのぼり、各地域の区長・町議会議員と町４役・事
務局と向かい合い、活発な議論が交わされました。

子育連と体育指導委員会が共催

よしおかスポレク・フェスティバル
「ユニカール」

上野田在住の野口フイさんが、100歳のお誕生日を迎え
ました。町と社会福祉協議会では慶祝訪問を行い顕彰と記
念品を贈りました。
野口さんは明治39年12月12日生まれ。ご主人を早くに

亡くしながらも戦争をのり越え、３人のお子さんを育て上
げました。現在は船尾苑でゆったり過ごす毎日。お誕生日
には、施設で盛大なお誕生会が開かれ、家族や大勢の施設
の人に祝福され嬉しそうに微笑んでいました。いつまでも
お元気で。



し
、
参
加
者
の
思
い
出
に
残
る
駅

伝
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
５
日
に
行
わ
れ
た
県
民
ス

ポ
ー
ツ
祭
「
硬
式
テ
ニ
ス
女
子
の

部
」
で
、
北
群
馬
郡
が
優
勝
し
ま

し
た
。こ
の
北
群
馬
郡
チ
ー
ム
は
、

全
員
が
吉
岡
町
在
住
者
で
、
ベ
テ

ラ
ン
と
新
人
と
で
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

決
勝
戦
で
は
、
対
戦
ス
コ
ア
が

１
対
１
に
な
り
、
勝
敗
の
か
か
っ

た
最
後
の
ダ
ブ
ル
ス
ペ
ア
が
ゲ
ー

ム
カ
ウ
ン
ト
１
対
５
か
ら
の
逆
転

を
果
た
し
、
み
ご
と
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
の
皆
さ
ん

は
今
回
の
優
勝
を
「
近
年
、
女
子

チ
ー
ム
が
好
成
績
を
残
せ
て
い
る

の
は
、
町
の
施
設
の
充
実
、
そ
し

て
練
習
・
大
会
に
参
加
し
て
き
た

メ
ン
バ
ー
と
応
援
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
バ
ト
ン

リ
レ
ー
の
結
果
で
す
」と
振
返
り
、

次
は
男
子
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。吉

岡
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

(

会
長

須
田
稔
氏)

主
催
に
よ
る

「
第
11
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

交
流
大
会
」
が
、
11
月
26
日
に
明

治
小
・
駒
寄
小
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
頃

各
地
区
で
熱
心
に
活
動
し
て
い
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
の
親
睦
と

技
術
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
チ
ー

ム
は
１
年
間
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝

９
区
リ

ン
ド
９
、
準
優
勝

12
区
、
第
３

位

４
区
レ
ザ
ミ

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝

１
区
ウ

エ
ル
ネ
ス
、
準
優
勝

11
区
竹
の

子
、
第
３
位

10
区

▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝

13
区
、

準
優
勝

２
区
、
第
３
位

11
区
藍

■教育委員会生涯学習課
54ー0044

11
月
26
日
、
緑
地
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
で
町
民
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
外
の
小
・
中
・
高
校
か
ら
も

多
数
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
は

66
組
３
３
０
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
に
は
、
東
日
本
女

子
駅
伝
優
勝
群
馬
県
チ
ー
ム
の

高
木
雅
一
監
督（
常
盤
高
等
学
校
）

が
、ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、

参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
み
駅
伝

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

ま
た
一
般
の
部
で
は
、
ヤ
マ
ダ

電
機
女
子
陸
上
部
の
選
手
も
出
場

Ｃブロック　優勝　13区

▲

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
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▲

小
学
生
の
部
ス
タ
ー
ト

Ｂブロック　優勝　１区ウエルネス Ａブロック　優勝　９区リンド９

硬
式
テ
ニ
ス
で
北
群
馬

郡
が
優
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

が
大
集
合
！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
交
流
大
会

第
16
回
町
民
駅
伝
大
会

第
６
回
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
駅
伝



第
37
回
町
民
卓
球
大
会

▼
期
日

２
月
４
日(

日)

▼
時
間

午
前
９
時
開
会

▼
場
所

吉
岡
中
体
育
館

▼
対
象

町
内
在
住
者(

小
学
生

以
上)

・
在
勤
者

▼
種
目

団
体
戦
・
個
人
戦

▼
申
込
方
法

１
月
24
日(

水)

ま

で
に
所
定
の
参
加
申
込
書
に
記
入

し
、
教
育
委
員
会
内
体
協
事
務
局

へ
申
込
み

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
内
体

協
事
務
局
　
54
・
０
０
４
４

第
12
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
期
日

３
月
４
日(

日)

▼
時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
場
所

社
会
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

町
内
在
住
者(

た
だ
し

高
校
生
以
下
は
除
く)

▼
種
目

女
子
の
部
・
混
合
の
部

▼
申
込
方
法

２
月
21
日(

水)

ま

で
に
所
定
の
参
加
申
込
書
に
記
入

し
、
教
育
委
員
会
内
体
協
事
務
局

へ
申
込
み

▼
主
将
会
議

２
月
21
日(

水)

午

後
７
時
30
分
役
場
２
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
内
体

協
事
務
局
　
54
・
０
０
４
４

卓
球
教
室

▼
期
日

１
月
24
日(

水)

・
27
日

(

土)▼
時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分

▼
場
所

吉
岡
中
体
育
館

▼
申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
付

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
内
体

協
事
務
局
　
54
・
０
０
４
４

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
講
習
会

▼
期
日

２
月
２
日
〜
23
日(

毎

週
金
曜
日)
全
４
回

▼
時
間

午
後
７
時
30
分
〜

▼
場
所

社
会
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

町
内
在
住
者

(
年
齢
制

限
な
し)

▼
申
込
方
法

当
日
会
場
で
受
付

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
内
体

協
事
務
局
　
54
・
０
０
４
４
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11
月
23
日
、
第
57
回
渋
川
北
群

馬
市
町
村
対
抗
柔
道
大
会
が
、
渋

川
市
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
後
、
初
の
大
会
と
な

り
各
地
区(

旧
町
村)

ご
と
の
対
抗

戦
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
生
の
部
（
３

年
生
〜
６
年
生
）
18
チ
ー
ム
、
一

般
の
部
は
、
中
学
生
３
人
と
高
校

生
お
よ
び
一
般
４
人
の
７
人
編
成

10
チ
ー
ム
。

一
般
の
部
で
は
、
吉
岡
Ａ
チ
ー

ム
が
昨
年
に
続
い
て
２
連
勝
５
回

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
吉
岡
Ａ
チ
ー
ム
】
五
十
嵐
芳
夫

(

５
段)

、
生
方
直
樹(

４
段)

、
松

岡
徹(

２
段)

、
長
塩
賢
治(

２
段)

、

佐
藤
史
明(

初
段)

、
塩
谷
涼
介

(

初
段)

¥
¥

文化センター　　周年記念「特別講演会」�

主催　吉岡町人権教育推進協議会�
　　　公民館・教育委員会�

■教育委員会生涯学習課
54ー0044

http://park17.wakwak.com/̃yosibun/

２
連
覇
５
回
目
の
優
勝

渋
川
北
群
馬
市
町
村
対
抗
柔
道

大
会

　期　　日　１月28日(日) 午後１時30分～４時�
　場　　所　文化センターホール�
　入場方法　入場無料(先着508人)�
　　　　　　※整理券は配布していません。当日、直接会場へお越しください。�

　内　　容　①園児・児童・生徒意見発表会�
　　　　　　②講演会「みんな地球に生きるひと」�
　講　　師　歌手・エッセイスト・教育学博士　アグネス・チャンさん�
　問合せ先　教育委員会生涯学習課　54－００４４�

▼�

▼�

▼�
�

▼�
�

▼�

▼�
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読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わ
ら
べ
の
会
　
が
、
11
月
30
日

に
「
平
成
18
年
度
群
馬
県
教
育
委

員
会
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

わ
ら
べ
の
会
　
は
、
吉
岡
町

図
書
館
開
館
以
来
10
年
間
、
図
書

館
だ
け
で
な
く
小
・
中
学
校
に
も

出
前
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
て
お

り
、
今
回
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■吉岡町図書館(文化センター内)
54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/

●休館日
１／１(月)～４(木)・９(火)・10(水)・15(月)
１／22(月)・25(木)・29(月) ２／５(月)

図書館
文化センター

わらべの会の読み聞かせ
毎週土曜日　午後２時～　
パネルシアター
１月24日(水)
午前10時～／午前10時30分～

お知らせ

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

課　　題 自由(詩･短歌・俳句・川柳)

点　　数 １人２点以内

申込方法 申込用紙は図書館にあります。(色紙、短

冊でも申込できます。ペンネーム可)

申込期間 １／５(金)～１／３１(水)

作品の展示 図書館入口前　２／９(金)～２／２８(水)

詩歌を創ってみませんか！

読み聞かせボランティア�読み聞かせボランティア�

検証国家戦略なき日本 不正侵入 パパママつくって！
かわいい段ボール家具

通天閣 死顔

獣の奏者1・2 アブさんとゴンザレス 時間のない国で
上･下

サッカー日本代表戦記 赤ちゃんと僕

ザ・ファーム
（ＤＶＤ）

山古志村のマリと三匹
の子犬（ＤＶＤ）

ミッキーのクリスマス
（ビデオ）

俺たちのフォーク
（ＣＤ）

３９１０８／吉井和哉
（ＣＤ）

〟

〟

〟

〟

▲

わ
ら
べ
の
会
の
皆
さ
ん



■保健センター内 健康増進課
54ー7744

医
療
関
係
従
事
者
等
の
届
出
は
、

関
係
法
令
に
よ
り
２
年
ご
と
の
提

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
は
届
出
年
に
当
た
り
ま

す
の
で
、
対
象
に
な
る
人
は
忘
れ

ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
対
象
者

①
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
で
国

内
に
住
所
が
あ
り
、日
本
の
医
籍
、

歯
科
医
籍
ま
た
は
薬
剤
師
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
医
師
、
歯
科
医

師
お
よ
び
薬
剤
師
。

②
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
で
業

務
に
従
事
し
て
い
る
歯
科
衛
生

士
、
歯
科
技
工
士
、
保
健
師
、
助

産
師
、看
護
師
お
よ
び
准
看
護
師
。

▼
届
出
事
項

氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所
、
登
録
番
号
、
登

録
年
月
日
お
よ
び
業
務
に
従
事
す

る
場
所
な
ど

▼
提
出
書
類

県
の
保
健
福
祉
事

務
所
お
よ
び
関
係
団
体
を
通
じ
て

配
布
す
る
届
出
票(

12
月
31
日
ま

で
に
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
最

寄
の
県
保
健
福
祉
事
務
所
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い)

▼
提
出
期
限

１
月
15
日(
月)

▼
提
出
先

前
記
届
出
対
象
者
の

う
ち
、
①
に
該
当
す
る
人
は
、
住

所
地
を
管
轄
す
る
県
保
健
福
祉
事

務
所(

通
勤
す
る
施
設
な
ど
で
取

り
ま
と
め
を
す
る
場
合
は
、
施
設

所
在
地
を
管
轄
す
る
県
保
健
福
祉

事
務
所)

、
②
に
該
当
す
る
人
は
、

就
業
地
を
管
轄
す
る
県
保
健
福
祉

事
務
所

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
　
22
・
４
１
６
６
、
県
庁
保

健
福
祉
課
　
０
２
７
・
２
２
６
・

２
５
１
６
、
県
庁
医
務
課
　
０
２

７
・
２
２
６
・
２
５
３
８

医療従事者等医療従事者等の�
届出について�
医療従事者等の�
届出について�

15 2007.１

持ち物：母子手帳、記入済みの予診票（すこや�
か手帳内）※体温測定は接種会場で行います。�
接種終了後に離乳食講習会と試食があります。�

持ち物：献血手帳、はじめての人は身分証明の�
できるもの（免許証・保険証など） �
協力者には、もれなく粗品をさしあげます。�
全血200ml・400mlのご協力をお願いします。�

日常の接し方、かんしゃくもち、落ち着きがな�
い、ことばのことなどの育児・発達全般のこと�
でご心配な人お出かけください。あそびをとお�
して解決してみませんか？                          

保健センター�
生後６ヵ月未満　１回�
　※生後３ヵ月からが望ましい�

B　　C　　G
 ２月16日（金）�
受付　午後１：00～１：30

 ２月17日（土）�
受付　午前９：45～10：00

内　　容　　　　　　　　日　　　　時　　　　　　 場　 所　　 　　　対　 象　者　　　　　　　　　　摘　　　　　　要�

 ２月13日（火) �
午前１0：00～１1：00

１歳６ヵ月～未就学児と保護者�
親子で楽しいリズム体操をします。�
申込みは不要です。都合の良いときに参加してください。�保健センター�幼児のリズム体操�

献　　　　血�

保健センター�
 ２月27日（火) �
午前１0：00～１1：00

０歳～１歳６ヵ月未満児と保護者� 親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします。�
申込みは不要です。都合の良いときに参加してください。�

親子の�
　ふれあい体操�

保健センター� 未就学の乳幼児とその家族�
すくすく☆�
　あそびの教室�

役場玄関南�
 ２月13日（火) �
　午前１0：00～１2：00�
　午後  １：00～ ３：30

希望者（18歳～69歳）�

 ２月21日（水)�
受付　午前10：00～10：15

 ２月21日（水)�
受付　午前10：00～10：45

持ち物：母子手帳、記入済みの健診アンケート�
（すこやか手帳内）、歯ブラシ（10～11ヵ月児） 
                             

平成18年３月・10月生まれ�保健センター�乳 児 健 診 �
 ２月 ６日（火) �
受付　午後１：00～１：30

持ち物：母子手帳、記入済みの健診アンケート�
３枚（すこやか手帳内）、尿、歯ブラシ�
※家で目と耳の検査をしてきてください。�

平成15年11月・12月生まれ�保健センター�３ 歳 児 健 診 �
 ２月 ２日（金) �
受付　午後１：00～１：30

持ち物：母子手帳�
お母さんの仲間作り。身長・体重測定は自由に�
できます。べビービクスも一緒に行います。�

子育てサークル� 保健センター�
（ふれあいコーナー）�

乳幼児をもつ親子、家族�

平成18年６月・７月生まれ�

持ち物 ： 母子手帳、タオル３枚�
相談内容は、助産師による母乳に関する相談、�
乳房マッサージ、家族計画となります。身長・�
体重測定もできます。 

保健センター�
（授乳室・計測室）�母 乳 相 談 �



初
心
者
手
話
講
習
会

▼
期
日

２
月
10
日
・
17
日
・
24
日
、

３
月
３
日
・
10
日
・
17
日(

土)

全
６
回

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

▼
場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
内
容

日
常
生
活
に
必
要
な
初

歩
的
な
手
話
を
学
び
ま
す
。

▼
申
込
方
法

名
前
・
住
所
・
電

話
番
号
を
添
え
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
も

し
く
は
直
接
窓
口
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

２
月
５
日(

月)

▼
申
込
・
問
合
せ
先

吉
岡
町
社

会
福
祉
協
議
会

54
・
３
９
３
０
、

54
・
３
６
７
３

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修介護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
は
、

介
護
予
防
の
重
要
性
を
理
解
し
地

域
で
の
介
護
予
防
を
実
践
で
き
る

人
を
育
て
る
た
め
の
講
座
で
す
。

吉
岡
町
か
ら
委
託
さ
れ
社
会
福

祉
協
議
会
が
「
渋
川
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー
」(

渋
川
中
央
リ
ハ
ビ
リ
病
院)

内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

１�

２�

３�

７�

８�

14�

21�

28�

４�

石北医院�
（渋川）22-1378 

北関東循環器病院�
（北橘町）027-232-7111 

塚越クリニック�
（渋川）60-7700 

みゆきだ内科医院�
（行幸田）60-6070 

コオノ医院�
（渋川）22-0171 

岡本内科クリニック�
（吉岡町・大久保）20-5353 

中野医院�
（渋川）22-1219 

駒寄こども診療所�
（吉岡町・大久保）55-5252 

桜井医院�
（渋川）22-2360 

しまむら歯科医院�
（八木原）20-1182 

湯浅内科クリニック�
（渋川）20-1311 

伊香保クリニック�
（伊香保町）72-4114 

関口病院�
（渋川）22-2378 

山川歯科医院�
（渋川）22-0260 

入内島内科医院�
（半田）60-7322 

渋川中央病院�
（石原）25-1711 

榛東わかばクリニック�
（榛東村）20-5531 

めぐみこどもクリニック�
（行幸田）30-2022 

赤城開成クリニック�
（赤城町）20-6500 

原沢医院�
（伊香保町）72-2503 

竹内小児科�
（吉岡町・大久保）30-5151 

厚成医院�
（石原）22-1060 

エース歯科�
（吉岡町・大久保）55-1181 

あかぎ歯科医院�
（赤城町）20-6522 

こぶな歯科医院�
（渋川）22-4939 

駒寄歯科クリニック�
（吉岡町・大久保）30-5500 

星野歯科クリニック�
（行幸田）22-0232 

さくら歯科�
（吉岡町・大久保）30-6333 

たきざわ歯科医院�
（吉岡町・大久保）55-6480 

北條外科胃腸科医院�
（吉岡町・大久保）54-6870 

高野外科胃腸科医院�
（渋川）24-2454 

加藤整形外科医院�
（行幸田）20-1007 

斉藤医院�
（中郷）53-5558 

高井医院�
（渋川）22-0076 

斎藤内科外科クリニック�
（金井）22-1678 

宮下外科胃腸科医院�
（渋川）23-3021 

森　医　院�
（石原）23-8733 

川島医院�
（渋川）22-2421 

１�

２�

月� 日�

iモード検索　http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年１月～２月分�

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

162007.１

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

１
月
12
日(

金)

▼
申
込
・
問
合
せ
先

吉
岡
町
社

会
福
祉
協
議
会

54
・
３
９
３
０
、

54
・
３
６
７
３

渋
川
広
域
鳥
獣
害
対
策

研
修
会

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、
イ
ノ

シ
シ
の
生
態
に
基
づ
い
た
防
護
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日

２
月
８
日(

木)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所

渋
川
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
内
容

イ
ノ
シ
シ
を
知
っ
て
被

害
を
防
ぐ

▼
講
師

麻
布
大
学
獣
医
学
部

江
口
祐
輔
氏

▼
入
場
料

無
料

▼
定
員

３
０
０
人

▼
問
合
せ
先

渋
川
地
区
農
業
指

導
セ
ン
タ
ー
　
23
・
１
３
２
１
、

役
場
産
業
課
　
54
・
３
１
１
１(

内

線
１
９
３)

陸
・
海
・
空
自
衛
官

▼
募
集
種
目

２
等
陸
･
海
・
空
士

▼
試
験
期
日
・
場
所

・
２
月
３
日(

土)

相
馬
原
駐
屯

の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
す
。

▼
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
と
は

地
域
で
自
主
的
に
介
護
予
防
の

取
組
み
を
行
お
う
と
す
る
人
や
、

町
の
介
護
予
防
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
人
を
対

象
に
、
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

初
級
講
座

期
日

１
月
17
日(

水)

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
容

介
護
予
防
総
論
、
認
知
症

予
防
、
筋
ト
レ
運
動
、
口
腔
機
能

向
上
、
栄
養
改
善
な
ど

中
級
講
座

期
日

２
月
１
日
・
８
日
・
15
日

(

木)

全
３
回

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
・

視
聴
覚
室

内
容

運
動
機
能(

介
護
予
防
の

運
動
指
導
、
健
康
体
操
、
筋
ト
レ
、

転
倒
予
防
教
室
と
測
定
、
評
価)

、

口
腔
ケ
ア
の
理
解
と
実
技
、
栄
養

改
善
の
理
解
、
認
知
症
の
理
解
と

予
防
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
と
地
域
づ
く
り

対
象

初
級
講
座
を
終
了
し
た
人

▼
申
込
方
法

社
会
福
祉
協
議
会

へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
名

前
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話

←



地(

榛
東
村)

・
２
月
24
日(

土)

新
町
駐
屯
地

(
高
崎
市)

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
良
い
方
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
受
付

試
験
前
日
ま
で

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

▼
入
隊
期
日

平
成
19
年
３
月
下

旬※
陸
上
は
２
年
を
１
任
期
、
海

上
・
航
空
は
３
年
を
１
任
期(

２
任

期
以
降
は
２
年)

と
し
、
任
期
満
了

の
都
度
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
処
遇

【
地
位
】
特
別
職
国
家

公
務
員
【
給
与
等
】
①
初
任
給
１

５
７
’５
０
０
円(

衣
食
住
な
ど
に

係
る
費
用
は
無
料)

②
ボ
ー
ナ
ス

年
２
回
、
計
４.

４
５
ヵ
月
分
③

手
当
な
ど

勤
務
形
態
に
よ
り
各

種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。【
休

日
】
週
休
２
日
制
で
、
年
次
休
暇

(

年
24
日)

お
よ
び
年
末
と
夏
期
に

特
別
休
暇
あ
り
。
※
退
職
時
の
再

就
職
援
護
に
つ
い
て
も
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
入
隊
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

「
予
備
自
衛
官
補
」

(

一
般
、
技
能)

の
募
集
も
４
月
９

日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
　
０
２
７
・
２
３
３
・

８
９
６
０

●
人
権
相
談
●

▼
期
日

２
月
６
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
３)

●
行
政
相
談
●

▼
期
日

１
月
16
日(

火)
▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
課

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
３)

●
心
配
ご
と
相
談
会
●

▼
期
日

１
月
16
日
、
２
月
６
日

(

火)▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

●
こ
こ
ろ
の
相
談
●

▼
期
日

１
月
16
日
、
２
月
６
日

(

火)▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

(

30
分
ご
と
の
予
約
制
。
受
付
時
間

は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時)

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
　
　
22
･
４
１
６
６

月�１�※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

１月�

２月�

15日（月）�

16日（火）�

22日（月）�

27日（土）�

２日（金）�

６日（火）�

午後�

午前�

午後�

全日�

午後�

午前�

映
画
会�

「雪渡り」�
「ゆうかんな十人のきょうだい」�

みんなでつくろう！�

みんなあつまれ！�

 �

リサイクルの日�

豆まき�

０、１歳児あつまれ！�

英語あそび�
午前10時30分～  １月19日・26日（金）�

■開館時間�
　月～金曜日　午前10時～午後５時�
　土曜日　　　午前10時～午後３時�

■午後の行事�
　午後１時30分～�

■午前の行事・えくぼクラブ�
　午前10時30分～�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

燃える�
ごみ�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

月曜日�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

火曜日�
１月９日・16日・23日・30日�
２月６日�

木曜日�
１月４日・11日・18日・25日�
２月１日・ ８日�

金曜日�
１月５日・12日・19日・26日�
２月２日・ ９日�

水曜日�１月17日　２月７日�

水曜日�１月10日・24日　２月14日�

水曜日�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

１月17日�
�

31日�

午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

児童館（10区）�
陣場集落センター（７区）�
明治小学校東駐車場（５区）�
群馬用水小倉調整池広場（２区）�

西部地区�
第１区～７区�

東部地区�
第８区～13区�

１月８日　・15日・22日・29日�
２月５日�

祝�

平成18年12月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,458人�

9,093人�

9,365人�

6,016戸�

（＋24）�

（＋ ５）�

（＋19）�

（＋ ６）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

203件�

１人�

263人�

1,077件�

11人�

1,439人�

平成18年１月１日～11月末日�

■役　　　場…………54‐3111�
■保健センター………54‐7744�
■教育委員会………54‐0044�
■文化センター………54‐1161�
■図　書　館…………54‐6767�
■児　童　館…………20‐5960�
■老人福祉センター…54‐3603�
■リバートピア吉岡…55‐4126�
■緑 地 運 動 公 園…54‐1221

相
　
談
　
会�
相
　
談
　
会�
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斉藤　くるみ ちゃん　拓任 くん�
平成13年10月22日　 平成17年１月26日生まれ�

・メッセージ�
元気で 健康に 育ってね!!

た く と�

好昭さん、恵理子さんの長女・長男（第６区）�

下野田在住。吉岡中学校１年生。読売新聞社主催の第56回全国小・
中学校作文コンクールで読売新聞社賞を受賞。中央審査での１年生
の受賞は全国で１人。才能あふれる細矢くんにお話を伺いました。

こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
な
ど
が
す
ぐ

に
頭
に
浮
か
ん
だ
と
細
矢
く
ん
は
語

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
は
、

応
募
総
数
３
万
３
’９
２
７
編
の
中

か
ら
、
全
国
小
・
中
学
校
学
校
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
読
売
新
聞
社
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

細
矢
く
ん
が
弓
道
を
始
め
た
の
は

小
学
校
５
年
生
の
と
き
。
運
動
は
苦

手
だ
っ
た
細
矢
く
ん
で
す
が
、
本
で

読
ん
だ
真
田
幸
村
が
弓
を
ひ
く
シ
ー

ン
に
憧
れ
、
双
子
の
弟
と
両
親
の
家

族
全
員
で
弓
道
を
始
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
弓
道
を
続
け
る

中
で
、
日
本
古
来
の
武
道
と
し
て
の

魅
力
や
、
弓
道
に
集
中
す
る
時
間
に

よ
っ
て
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
な
ど
、
多
く
の
人
に
弓

道
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、『
伝
え
た
い
』
気
持

ち
を
素
直
に
綴
っ
た
作
文
が
で
き
あ

が
っ
た
の
で
す
。

今
回
の
受
賞
を
受
け
て
細
矢
く
ん

は
「
大
勢
の
人
か
ら
祝
福
さ
れ
大
き

な
賞
を
受
賞
し
た
と
実
感
し
た
。
全

国
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
自
信
に
、

図
書
部
で
の
文
集
作
り
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

文
章
を
、『
書
い
た
人
の
心
が
伝

わ
る
手
紙
』と
表
現
す
る
細
矢
く
ん
。

彼
か
ら
の
手
紙
は
、
多
く
の
人
の
心

に
響
き
共
感
を
呼
ぶ
手
紙
と
な
り
ま

し
た
。

『
観
客
の
声
が
消
え
た
。
最
後
の

一
矢
。
弓
を
さ
さ
げ
持
ち
、
顔
向
け
、

足
踏
み
を
す
る
。大
き
く
息
を
は
き
、

胴
づ
く
り
の
姿
勢
を
保
つ
。
無
意
識

の
動
作
を
呼
吸
に
合
わ
せ
て
無
意
識

に
続
け
て
い
く
。
引
き
分
け
が
最
高

に
な
っ
た
と
き
、
僕
の
耳
に
は
一
切

音
が
入
ら
な
か
っ
た
。』

印
象
的
な

書
き
出
し
で
始
ま
る
こ
の
作
文
に

は
、
原
稿
用
紙
13
枚
に
わ
た
っ
て
、

弓
道
を
通
し
た
家
族
の
関
係
や
、
弓

道
の
魅
力
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
作
を
わ
ず
か
１
日
で
書
き

上
げ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
吉
岡
中
学

校
１
年
生
の
細
矢
萌
く
ん
。
原
稿
用

紙
に
向
か
う
と
、
自
分
が
伝
え
た
い


